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短
歌 

│ 

ガ
ザ
を
悲
し
む 

│ 
 

よ
う
や
く
に
ガ
ザ
攻
撃
の
弾
や
み
て
天
空
高
し
冬

の
星
々 

 

停
戦
の
夜
の
静
け
さ
伝
え
く
る
廃
屋
す
べ
て
人
の

影
な
し 

 

少
し
西
に
白
い
半
月
傾
き
て
ガ
ザ
の
悲
劇
を
告
ぐ

る
暁
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

崩
壊
の
街
に
か
が
み
て
糧
拾
う
月
面
よ
り
も
淋
し

き
そ
の
朝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

停
戦
後
の
今
も
散
発
的
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の 

空
爆
が
続
い
て
い
る
と
い
う(

1
月
29
日) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
野 

和
子 

  
 

│
│ 

時
事
川
柳 

│
│ 

 

チ
ェ
ン
ジ
し
て
歴
史
を
変
え
た
黒
い
人 

 

初
場
所
は
朝
青
龍
に
乗
っ
取
ら
れ 

 

憎
し
み
の
血
が
中
東
に
こ
び
り
付
く 

 

足
元
の
波
が
怒
濤
に
な
る
不
況 

 

死
に
体
を
不
協
和
音
が
逆
撫
ぜ
る 

 

板
倉 

毅
武 

尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
繋
が
る
。 

（
２
）
地
元
産
の
米
や
野
菜

な
ど
の
消
費
拡
大
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
安
全
な
良
材
の

確
保
、
生
産
者
と
の
交
流
に

よ
る
食
に
対
す
る
感
謝
の
心

の
醸
成
な
ど
が
図
ら
れ
る
。 

（
３
）
箸
を
使
い
和
食
に
親

し
む
こ
と
で
、
伝
統
的
な
日 

     

本
の
食
生
活
が
身
に
つ
く
と 

と
も
に
、
地
域
で
培
わ
れ
た 

食
文
化
を
学
び
、
郷
土
へ
の

関
心
を
深
め
る
機
会
と
な
る

等
を
上
げ
て
い
る
。 

 

文
部
科
学
省
は
食
の
安

全
、
地
産
地
消
の
推
進
、
余

剰
米
の
対
策
も
含
め
、
日
本

人
の
食
文
化
の
あ
り
方
等
の

観
点
か
ら
学
校
給
食
に
積
極 

 

都
市
と
し
て
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
達
を
た
く
ま
し
く
健

や
か
に
育
て
る
た
め
に
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

１
年
間
、
米
飯
４
日
、
パ
ン

０
・
５
日
、
麺
０
・
５
日
に

す
る
と
共
に
、
米
飯
給
食
の

拡
大
に
伴
う
課
題
の
検
討
、

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
完
全

米
飯
給
食
の
啓
発
、
米
飯
に 

     

合
っ
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良 

い
献
立
の
研
究
な
ど
を
行

い
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

は
週
５
日
、
全
て
を
米
飯
に

移
行
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
。 

理
由
と
し
て 

（
１
）
和
食
の
献
立
が
中
心

と
な
る
米
飯
給
食
は
、
肥
満
、

高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、
糖 

 

    

で
、
学
校
給
食
に
完
全
米
飯

を
導
入
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。
完
全
米
飯
の
導
入
は
県

下
で
は
三
島
市
が
始
め
て
の

試
み
と
の
こ
と
。 

市
教
育
委
員
会
は
、
現
在
、

週
三
日
の
米
飯
給
食
を
、
来

年
度
は
週
四
日
、
再
来
年
度

か
ら
は
週
五
日
、
全
面
米
飯

へ
と
段
階
的
に
引
き
上
げ
て

い
く
と
い
う
。 

 

今
回
の
決
定
に
先
立
ち
、

昨
年
十
月
、「
検
討
部
会
」
を

立
上
げ
、
こ
れ
ま
で
２
ケ
月

に
わ
た
り
検
討
し
て
き
て
、

十
二
月
、
そ
の
結
果
を
市
教

委
へ
提
言
し
た
。 

 

そ
の
内
容
は
、「
週
５
日
の

う
ち
米
飯
３
日
、
パ
ン
１
・
５

日
、
麺
０
・
５
日
と
し
て
い

る
現
状
に
対
し
、
食
育
先
進 

  

～滑走路短縮、追加工事で1 億１千万円～ 

静岡空港、無駄な出費へ住民監査請求！
   

的
に
米
飯
導
入
を
勧
め
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

米
飯
は
パ
ン
給
食
よ
り
も
割

高
で
、
給
食
時
の
手
間
は
か

か
り
、
子
ど
も
達
の
食
事
時

間
も
よ
り
多
く
か
か
る
。
ま

た
新
た
に
炊
飯
器
等
の
導
入

も
必
要
に
な
り
、
現
場
の
調

理
員
の
負
担
も
増
え
る
と
い

う
。 

 

教
職
員
組
合
の
関
係
者
に

話
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
現
場

に
は
何
の
話
も
な
く
、
新
聞

報
道
で
始
め
て
知
っ
て
驚
い

た
。
子
ど
も
達
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
全
面

米
飯
給
食
よ
り
、
今
の
ま
ま

の
方
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ

っ
て
良
い
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
と
と
の
こ
と
。ま
た
、

最
近
の
市
教
委
の
姿
勢
は
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
、
二
学

期
制
導
入
の
時
も
そ
う
だ
っ

た
と
言
い
、
不
信
感
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
た
。 
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去
る
一
月
二
七
日
、
こ
の

監
査
請
求
に
対
す
る
意
見
陳

述
が
行
わ
れ
た
。
請
求
人
を

代
表
し
て
芳
賀
静
大
教
授
が

大
要
、
以
下
の
陳
述
を
行
な

っ
た
。 

 

県
は
当
初
、
１
７
８
万
人

の
需
要
予
測
を
、
一
番
最
近

で
は
、
黒
字
経
営
水
準
を
わ

ず
か
に
上
回
る
１
０
６
万
人

に
、
予
測
値
を
３
回
に
わ
た

っ
て
下
方
修
正
し
て
き
た
。

し
か
し
、
就
航
予
定
の
便
数

と
他
の
地
方
空
港
の
搭
乗
率

を
も
と
に
マ
ス
コ
ミ
が
出
し

た
実
質
的
利
用
者
予
測
値

は
、
県
が
公
表
し
た
数
値
の

半
分
に
も
満
た
な
い
。 

静
岡
空
港
は
開
港
当
初
か

ら
大
幅
な
赤
字
経
営
と
な
る

こ
と
は
、
知
事
自
ら
認
め
て

い
る
。
多
額
の
公
金
を
投
入

し
て
、
今
に
な
っ
て
大
幅
赤 

 

 

静
岡
空
港
の
立
木
問
題
で
、
県
が
滑
走
路
短
縮
工
事
費
１
億
１
千
万
円
を
公
金
か
ら
支
出
す
る

の
は
不
当
と
し
て
、
昨
年
十
二
月
二
五
日
、
空
港
に
反
対
す
る
市
民
団
体
が
県
監
査
委
員
会
に
公

金
支
出
差
止
め
の
監
査
請
求
を
、
１
９
７
３
名
の
署
名
を
沿
え
て
提
出
し
た
。
こ
の
立
木
問
題
は
、

土
地
の
強
制
収
用
に
絡
ん
で
、
県
の
ず
さ
ん
な
測
量
に
よ
っ
て
お
こ
っ
た
ミ
ス
で
あ
り
、
そ
の
責

任
は
石
川
嘉
延
知
事
や
担
当
職
員
、
測
量
会
社
に
あ
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
よ
う
求
め
た
。 

請
求
が
退
け
ら
れ
た
場
合
は
、
住
民
訴
訟
を
起
こ
す
考
え
も
示
し
て
い
る
。 

efefefefefefegef 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

今
年
度
予
算
の
う
ち
、
空

港
関
連
は
、
本
体
部
整
備
関

連
事
業
費
約
７
２
億
円
の
ほ

か
。
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

広
報
宣
伝
、
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
整
備
資
金
の
貸
付
を

主
と
す
る
「
就
航
促
進
事
業

費
」
約
３
８
億
６
千
万
円
が

含
ま
れ
る
。 

efefefefefefegef 

 伊豆市民劇場 第３１４回例会  

民芸＋無名塾公演 

ドライビング・ミスティジ 
２００９年２月１３日（金） 

開演／18:30 終演／20:15 

作／アルフレッド・ウィリー 

演出／丹野 郁弓 

演出／奈良岡朋子・仲代達也・千葉茂則・長森雅人 

「老いてなお、人が自分らしく生きることの、 

高潔さを描いた、暖かくも美しい感動の作！」 

連絡先：975-5455（事務局） 

三島市大宮町 1-4-30 欅ビル 101 
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お気軽にどうぞ！ 

みしま『源氏物語』を読む会 
と き 毎月第１・第３月曜日（月 2 回） 午前 10 時～11 時半 
ところ 三島商工会議所・会議室 

 （市立文化会館向かい） 
会 費 月２０００円 （テキスト、資料代ほか含む）

問合せ みしま・源氏物語を読む会 
 055‐972-4953 

り
、
法
が
自
治
体
に
求
め
て

い
る
経
済
合
理
性
を
著
し
く

欠
く
こ
と
に
な
る
。 

 

③
立
木
問
題
は
、
測
量
会

社
の
測
量
デ
ー
タ
の
誤
り
が

主
因
で
あ
る
の
か
、
県
の
職

員
の
修
正
ミ
ス
が
原
因
で
あ

る
の
か
未
だ
に
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
。
前
者
で
あ
れ
ば
、 

 

で
す
。 

原
発
が
排
出
し
て
い
る
の

は
「
二
酸
化
炭
素
」
と
「
放 

射
能
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
原
子
力
発
電
は
核
分
裂

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
水
を

沸
騰
さ
せ
、
そ
の
蒸
気
で
タ

ー
ビ
ン
を
回
し
て
発
電
し
ま

す
。
発
電
に
使
用
し
た
蒸
気 

        

は
多
量
の
海
水
で
冷
却
し
ま

す
。
そ
し
て
、
海
に
戻
さ
れ

る
「
温
排
水
」
は
、
７
℃
も

上
昇
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
た
め
原
子
力
発
電
所
は

「
海
温
め
装
置
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電

所
が
海
岸
付
近
に
あ
る
の

は
、
冷
却
水
が
な
け
れ
ば
成 

efefefefefefegef 

原発はいらない③ 

原子力発電は 
  地球にやさしい？ 

みしま原発を学ぶ会 

り
立
た
な
い
か
ら
で
す
。 

地
球
温
暖
化
説
は
間
違
っ

て
い
る
と
い
う
声
も
あ
り
ま

す
。
名
城
大
学
の
槌
田
敦
氏

は
、「
現
代
の
温
暖
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
原
子
力
を
二
酸
化 

炭
素
削
減
の
エ
ー
ス
と
し
て

推
進
す
る
た
め
の
も
の
」
と

批
判
し
て
い
ま
す
。 

広
島
に
落
と
さ
れ
た
原
爆

の
材
料
「
ウ
ラ
ン
」
を
燃
料

と
し
、
長
崎
に
落
と
さ
れ
た

原
爆
の
材
料
「
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
」
を
生
み
出
し
て
い
る
原

子
力
発
電
。
そ
れ
を
考
え
れ

ば
、
地
球
に
や
さ
し
い
か
ど

う
か
は
明
白
で
す
。
そ
し
て

私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
も
… 

 
◎
み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会
編 

『
し
ず
お
か
に
原
発
は
い
ら

な
い
』
（
無
料
）
は
沼
津
図
書

館
、
三
島
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

総
合
受
付
に
あ
り
ま
す
。 

◎
参
考
図
書 

日
本
消
費
者
連
盟
関
西
グ
ル

ー
プ
発
行 

「
小
出
裕
章
さ
ん
講
演
録
」 

 

 

三
島
市
は

２
０
１
０
年

度
か
ら
公
立

小
中
学
校

「
発
電
時
に
二
酸
化
炭
素
を

ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い
原
子
力

発
電
は
、
地
球
に
や
さ
し
い

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

す
」
と
い
う
広
告
を
よ
く
目

に
し
ま
す
。
地
球
温
暖
化
を

背
景
に
世
界
中
で
原
子
力
発

電
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
当
に
地
球
に
や
さ
し

い
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 注

目
し
た
い
の
は
「
発
電

時
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
原

発
を
動
か
す
た
め
に
は
燃

料
、
原
子
炉
、
発
電
施
設
が

必
要
で
す
。
燃
料
と
な
る
ウ

ラ
ン
は
採
掘
に
始
ま
り
、
精

錬
、
濃
縮
、
加
工
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
燃

料
や
資
材
の
運
搬
、
原
発
や

関
連
施
設
の
建
設
な
ど
、
全

て
の
段
階
で
大
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
投
入
し
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
も
「
放
射
能
」
と
い
う

誰
も
望
ま
な
い
オ
マ
ケ
付
き 

字
だ
と
い
う
の
は
、
今
ま
で

の
県
の
姿
勢
は
何
だ
っ
た
の

か
、
開
い
た
口
が
塞
が
ら
な

い
し
、
詐
欺
に
も
等
し
い
。 

世
界
同
時
不
況
の
中
で
、

こ
の
先
、
数
年
間
は
大
赤
字

と
い
う
。
赤
字
幅
は
、
知
事

が
い
う
年
間
５
億
円
ど
こ
ろ

の
話
し
で
は
な
い
。 

今
回
の
追
加
工
事
を
起
因
さ

せ
た
測
量
会
社
に
対
し
県
は

損
害
賠
償
を
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。
他
方
、
仮
に
後
者
で

あ
れ
ば
県
知
事
お
よ
び
職
員

の
怠
慢
に
よ
っ
て
、
本
来
不

要
な
滑
走
路
短
縮
、
航
空
灯

火
工
事
経
費
を
税
金
か
ら
支

出
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た 

 

こ
と
の
責
任
が
当
然
問
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。 

 

立
木
問
題
で
知
事
が
言
及

し
た
の
は
反
対
行
動
に
よ
り

正
確
な
測
量
が
で
き
な
か
っ

た
と
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の

主
張
は
事
実
に
反
し
て
お
り

怒
り
を
禁
じ
得
な
い
。
当
時

の
新
聞
報
道
で
は
「
作
業
は 

順
調
に
進
み
、
予
定
の
期
日

を
、
６
日
間
の
余
裕
を
残
し

て
終
了
し
た
」
と
あ
る
。 

 

ま
た
、
国
交
省
宛
に
出
し

た
「
予
定
変
更
申
請
書
」
で

は
測
量
デ
ー
タ
の
ミ
ス
に
つ

い
て
は
言
及
せ
ず
、
変
更
理

由
を
も
っ
ぱ
ら
地
権
者
に
帰

し
て
い
る
。 

efefefefefefegef 

シ
リ
ー
ズ 

街
中
の
喫
茶
店
（

11
）
広
小
路
町
９-

２ 

喫
茶
店
「
茶
房
９
８
９
」 

 

現
場
に
は
相
談
な
し 

  

学
校
給
食
に
米
飯
全
面
導
入 

       

子
供
達
の
希
望
は
今
の
ま
ま
が
よ
い
！ 

           
 

 三島児童文学を語る会 ３６０回 

２月例会のお知らせ 
日時： ２月２８日（土） 

１３時３０分～１６時３０分 
場所：三島市大社町防災センター研修室」 

テキスト 「桜んぼ」小出正吾作  
   （小出正吾文学全集② P１５３） 
     「うぐいす」小出正吾作 

（小出正吾文学全集② P１１３） 
今こそ「読み聞かせ」が大事！ 

事務局 小嶋利信 堀川尚子 山口当子 
TEL 971-3348(山口) 

本
監
査
請
求
は
、
こ
れ
ら

空
港
関
連
予
算
の
う
ち
、 

①
路
線
誘
致
・
便
数
確
保

に
向
け
た
販
売
促
進
や
広
告

宣
伝
費
等
、
約
８
億
６
９
０

０
万
円
を
使
い
、
県
知
事
以

下
県
職
員
は
、
日
本
各
地
は

も
と
よ
り
海
外
に
赴
き
、
静

岡
空
港
利
用
の
観
光
客
招
致

活
動
に
公
費
を
使
っ
て
出
張

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
県
予

測
１
０
６
万
人
達
成
が
困
難

だ
か
ら
こ
そ
の
支
出
で
あ

り
、
当
初
計
画
に
不
具
合
が

あ
る
こ
と
意
味
し
、
無
責
任
、

且
つ
放
漫
な
予
算
で
あ
る
。

開
港
間
際
の
「
悪
あ
が
き
」

と
も
映
る
こ
れ
ら
宣
伝
活
動

費
は
、
結
果
的
に
無
駄
に
終

わ
る
こ
と
は
明
ら
か
。 

②
更
に
問
題
な
の
は
、
空

港
運
営
会
社
に
県
が
低
利
で

貸
し
付
け
る
３
０
億
円
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
借
り
る
と
き

の
利
子
と
貸
す
場
合
の
利
子

差
額
は
県
の
負
担
と
な
る
。

ま
た
、
県
は
複
利
で
返
済
す

る
の
に
対
し
、
運
営
会
社
は

単
利
・
元
金
１
０
年
返
済
猶

予
と
い
う
。
各
会
計
年
度
負

担
も
税
金
で
賄
う
こ
と
に
な 

 

三
島
広
小
路
に
不
思
議
な

名
前
の
喫
茶
店
が
あ
る
。 

場
所
は
広
小
路
駅
前
の
三

角
地
帯
の
中
「
茶
房
９
８
９
」 

名
前
の
由
来
は
15
世
紀
、

文
法
学
者
に
よ
り
広
ま
っ
た

プ
ラ
ト
ン
的
神
秘
主
義
と
哲

学
が
融
合
し
た
理
論
で
、
現

代
の
軍
事
暗
号
文
学
の
基
礎

と
な
っ
た
カ
バ
ラ
数
値
論
に

基
づ
く
技
術
・
知
識
と
成

功
・
完
成
と
い
う
意
味
を
持

っ
た
文
字
と
の
こ
と
。  

オ
ー
ナ
ー
は
一
風
変
っ
た

人
で
、
哲
学
者
、
元
大
学
教

授
の
竹
内
隆
策
さ
ん
。 

２００８年１１月２４空港現地見学 

こ
の
店
を
始
め
た
の
は
１
０

年
位
前
か
ら
。
長
く
海
外
で

生
活
し
た
経
験
で
、
日
本
人

の
珈
琲
、
紅
茶
等
に
対
す
る

趣
向
品
へ
の
姿
勢
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
と
違
う
こ
と
に
違
和

感
を
覚
え
た
。
そ
こ
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
で
人
々

が
集
い
、
く
つ
ろ
ぎ
と
薫
り

と
音
楽
を
テ
ー
マ
に
、
薫
り

に
ま
つ
わ
る
専
門
店
と
し
て

開
店
し
た
と
い
う
。
単
な
る

喫
茶
店
で
は
な
く
専
門
店
と

し
て
の
こ
だ
わ
り
を
持
つ
。 

 

以
前
は
天
神
屋
の
あ
る
小

田
切
ビ
ル
２
階
で
開
い
て
い 

 

た
が
５
年
前
に
こ
の
場
所
に

移
転
し
た
。 

 

客
層
は
趣
向
品
に
こ
だ
わ

り
を
持
つ
固
定
客
、
な
じ
み

客
が
多
い
と
の
こ
と
。 

メ
ニ
ュ
ー
は
、 

デ
イ
タ
イ
ム
・
ブ
レ
ン
ド 

 
 

４
５
０
円 

イ
ブ
ニ
ン
グ
・
ブ
レ
ン
ド 

 
 

５
０
０
円 

ＴＥＬ 
976-0989 

ま
た
、
珈
琲
豆
の
販
売
も
し

て
い
る
。 

 

オ
ー
ナ
ー
は
店
以
外
に
心

理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ブ
ラ
イ

ダ
ル
司
祭
も
行
な
っ
て
い

る
。 

特
選
・
ブ
レ

ン
ド 

６
０
０
円 

そ
の
他
、
有

機
栽
培
種 

オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
・
ア
ル

ツ
ー
ラ 

７
５
０
円

な
ど
。 

 広
小
路
駅 

ココ 

隠された地域情報を探る 

みしま市民新聞を読もう！
毎月１回発行 

購読料年１０００円（ご協力カンパ） 

キラリ！と光る小さなペンで闇を切り裂く！ 
連絡先は下記 
電 話：055-988-1926 
メール：wsigdx@mail.goo.ne.jp 
発行人：堀 考信 

森村誠一氏＆池辺晋一郎氏 

憲法で熱弁（ＤＶＤ） 
２月１７日（火）午後６時４５分～ 
会場：本町タワービル４Ｆ会議室 
ＤＶＤ映像・合唱「悪魔の飽食」と憲法 

入場無料：参加自由 参加者フリートーク 
共催：みしま憲法９条の会 

三島市民講座 
三島・田方憲法９条を守る会 

電話：975-1349（福尾） 

か
て 

あ
け
が
た 

た
ま 

地図 


